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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
D纏皮的冠動脈形成術後の 2剤併用抗血小板療法 ( )TFA 継続は出血リスクを増やす｡我々
PA)SEZは､ゾタロリムス溶出ステント( 留置 3か月後に D T中止し､アスピリン単独に変
更することの安全性について検討した｡





































182例は 1 症例 例とI か月後 6






73TPAD( か月後 6 21PTA) 症例)と少ないが､ステント血 
